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1.問題冊子は,指示があるまで開かないこと。

2.問題冊子は4ページ,解答用紙は3枚,下書用紙は3枚である。

指示があってから確認し,乱丁,'落丁,印刷不鮮明の箇所等がある場合は,ただちに

試験監督者に申し出ること。

3.解答は解答用紙(横書劃に記入すること。
、

4.下書,メ'モ等を試みる場合は,下書用紙又は問題冊子の余白を利用してよい。

5.解答用紙を持ち帰ってはならないが,問題佃子及び下書用紙は必ず持ち帰ること。



問題1 次の英文は、最近の高等教育に関する新聞記事である。英文を読んで、問1、問2

に答えなさい。
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問1 下線部(1)に関して、東京大学が授業料の値上げを検討し始めた理由は何か。本文

の内容に基づいて日本語で答えなさい。

問2 下線部(2)

語で述べなさい。

について、大学倶1と学生側双方の主張を踏まえて、あなたの考えを日本

(400字以内)



問題Ⅱ炊の文章を読んで、問1、問2に答えなさい。

「病訪a)」の大黒柱

教育の場では、こども集団があるか否かということは決定的な問題だ。「いじめ」や「学

級崩壊」などの問題が取り上げられることで、「集団」というものは何やら悪影響を及ぼす

ものというイメージで捉えられがちだが、本来こどもたちが育っていくとき「集団」は欠か

すことのできないものである。

こどもたちが意欲を持ったり、前向きに日々を過ごそうとするとき、そこには間違いなく

信頼できる他者の存在がある。信頼でき、仲間と思える人間がいるからこそ、日々は楽しく

もなるし、競いあって努力することも可能になる。集団には教育力があり、教師はそこに依

拠しつつ數育活動を展開することも多い。

だが「病訪」は違う。先生ひとりに生徒ひとりの「学校」だ。小中学校や院内学級のよう

に、クラスメートがいるわけではない。こどもたちはいつもひとりだ。人間の集団の持つ前

向きのパワ一に勇気付けられたり、仲間からの教育力に期待することはできない。集団の教

育力に依拠でき.る小中学校や院内学級と、個別に働きかけをする「病訪」では指導方法に相

違があるのは当然のととだ。

健康なこどもたちにとって、未来は、希望や夢と共に望見するものである。「大きくなっ

たら・ーー・」「大人になったらー・・・・」。後に続く言葉は、悲嘆や舗觀の類ではない。だが、重い
病気であることを知らされたこどもたちは違う。

かれらはある日突然、病気であることを告げられる。四肢のいずれかを失う子がいる。手

術を受けて、そめ後の生活に大きな制約を受ける子もいる。退院といっても覚魏(2)であり、
再発の不安を抱きながら日々を過ごすことも稀ではない。

本当に自分の病気は治るだろうか。強引に理不尽に切断されてしまったそれまでの日常

は、いつ戻ってくるのだろう。必ず元気になって元のような生活に戻る^そんな希望を抱

きながらも、ふいに襲ってくる不安は膨らみ出すととどめることができず、悲観と絶望に包

まれた未来しか見えなくなることだってある。

そんな揺れる感情に翻弄されながら闘病生活に入ったこどもの待つ病室に、私たちは教

師として出向き、自分と、言葉と、教材だけで迫っていく。焦れば、こどもたちは心を閉ざ

し、教師と授業を拒否tる。

週に一度か二度、それも短時間だけ訪れる私たちにできることは、安易な励ましを口にし

たり、実感として感じられない「希望」を声高に語ることではない。ましてや勉強が遅れて

しまうぞ、などと脅しながら学習を催促することではない。

^こどもたちが'「いい子」ではない姿や感情を見せても、教師臭い批評を加えたりお説

教など決してしてはならない。ふさぎ込む子には、冗談を飛ばし、手品でも披露して、とり

あえずは祷にいることを嫌がられないようにすること。



人間のこどもは、能動的な生きものである。落ち込んでいても、いつかどこかで明るく意

欲的な姿を見せるようになる。そのときようやく教師の仕事を始めればいい。なかには気持

ちを立て直せないまま、長い時間を過ごす子もいるだろう。そんな時は黙って脇にいるしか

ない。結局のところ教師などというものは、こどもたちの内なる力に依拠しつつ、彼や彼女

らに寄り添うことしかできないのだ^。

失敗や後悔を繰り返しつつ、私たちは炊第にそう考えるようになった。それは経験から生

み出した実践に船いてのバックボーン、困ったときに頼るべき大黒柱とも言うべきもので

もある。「待っ」ことや、「何もできない」と自覚することが大黒柱というのは塗か寂しい
気もするが、それでもやはり大黒柱なのである。

<中略>

ふさぎ込むこどもたち相手に強引に授業をするよりは、職員室でお茶でも飲んでいた方

がいい^。出前教師たちは、周囲から見ればあっけらかんとして見えるような対応をとる。

このような姿勢はa)「学校の常識」とは、やや距雛がある。<中略>

だが生徒ひとりに先生ひとり、という特殊な形態で授業をする「病訪」では、ときに「学

校の常識」から逸脱することも必要になる。教師の価値観や学校の常識をむき出しのままこ

どもに押しつけることで、かえって悪い結果を招くこ.ともあるのだ。

注

(1)病院訪問教育の略。義務教育年齢の子どもが長期入院して学校において教育を受けら

れない場合に、担当教員が病院へ出向いて教育を行う教育の一形態をいう。

(2)治癒はしていないが、症状が軽減または消失した状態のこと。完全に治ってはおらず、

再発の恐れがある。

出典

山本純士『授業の出前、いらんかね。』文藝春秋、 2006年、玲8-143頁。

間1 下線部(1)「学校の常識」とはどのようなものか。文中で示された具体的な内容も含

めて説明しなさい。(100字以内)

問2 筆者のいう「病訪」の大黒柱とは何かをまとめなさい。また、筆者の主張に対するあ

なたの考えを述べなさい。(800字以内)
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